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国
の
中
長
期
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

指
針
に
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

政
府
案
」
が
出
た
。
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
後
に
民
主
党
政
府
が
掲
げ

た
「
２
０
３
０
年
原
発
ゼ
ロ
」
を
安
倍

政
権
は
方
針
転
換
し
た
。
原
発
を
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
再
稼
働
を
進

め
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
推
進
、
も
ん
じ

ゅ
研
究
の
継
続
。
前
回
の
衆
議
院
選
で

自
民
党
が
掲
げ
た
「
原
子
力
に
依
存
し

な
い
」
と
い
う
公
約
に
も
反
す
る
。
原

発
の
安
全
神
話
は
崩
壊
し
た
。
政
府
が

め
ざ
す
べ
き
は
、
原
発
に
依
存
し
な
い

安
心
・
安
全
の
社
会
で
は
な
い
の
か
。

５日㈬　�連合北海道2014春季生活闘争全道総決起
集会（札幌市）

７日㈮　全道メーデー実行委員会（札幌市）
８日㈯　2014年度3.8国際女性デー（札幌市）
　　　　�フクシマを忘れないさようなら原発北海

道集会（札幌市）
10日㈪　第12回執行委員会（札幌市）
15日㈯　全道病院集会（～ 16・札幌市）
20日㈭　2014春闘3.20中央行動（東京都）
　　　　�「戦争をさせない全国アクション」キッ

クオフ集会（東京都）

３月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

第二部には250人が参加した＝札幌市・ホテルライフォート

道市町村課との交渉のようす

道市町会との交渉のようす

道市町村課に要求書を提出する、（写真右）藤盛道本部副委員長＝札幌市・北海道庁

2014春闘

元
気
な
地
域
づ
く
り
は
『
ヒ
ト
』

す
べ
て
の
働
く
も
の
の
処
遇
改
善

重
点
課
題
18
項
目
を
要
求

賃　
　

金

労
働
条
件

5月31日
消印
有効

締め切り
2014年

応募資格／組合員、家族、退職者
応募先／
〒102-8464　東京都千代田区六番町１
自治労総合企画総務局 報道担当
「○○○」コンクール係まで
発表／機関紙「じちろう」紙上で順次発表の予定。
「文芸」「写真」「まんが」の各受賞作品は自治労
文芸第26号で紹介します。
応募上の注意／必ず、「応募票」を作品に添付し
てください。
※詳しくは自治労本部ホームページでご確認ください。

応募要項・審査と発表

『喜・楽』
日常の中にある喜びや楽しさ、身近にある
あなたにとっての『喜・楽』を撮ってください。

【特　選】 ８万円 （1点）
【入　選】 ３万円 （1点）
【佳　作】 ２万円 （3点）
【努力賞】 １万円 （3点）
【特別賞】 記念品

賞と賞金

テーマ

第
26
回

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

【大笑】８万円 （1点）
【アイデア笑】【うまいで笑】
　　　各２万円 （各3点）  

【もう少笑】【総務報道笑】など
　　　各１万円 （各3点）

賞と賞金

テーマ

『磁石』
（磁力・磁気）

2
0
1
4

ま
ん
が
大
笑

詩・短歌・俳句・川柳
詩歌の部

フィクション
（短編小説、戯曲、童話など）

（ルポルタージュ、エッセイ、紀行文、 文芸批評など）

散文の部

ノンフィクション

未発表（同人誌・機関紙を除く）の作品に限る

テーマは自由

第
25
回 

自
治
労
文
芸
賞

【入選】15万円（1点）他賞と賞金

各３万円（各1点）他賞と賞金

自治労 コンクール作品募集中!あなたの思いを
カタチに

詳しくは
ホーム
ページへ!

る
。
今
後
も
情
報
提
供
す

る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
回
答
が
あ

っ
た
。

　

今
後
、
道
市
町
村
課
と
は

要
求
書
の
回
答
（
回
答
指
定

日
を
３
月
５
日
（
水
）
）
に

基
づ
き
、
３
月
10
日
の
週
に

交
渉
を
行
う
予
定
。

は
「
昨
年
の
給
与
削
減
要
請

の
際
は
、
賃
金
削
減
し
た
く

な
い
と
言
っ
て
い
る
町
村
長

も
多
か
っ
た
。
雇
用
と
年
金

の
接
続
は
職
員
も
住
民
と
一

緒
に
な
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
。
各
町
村
長

か
ら
問
い
合
わ
せ
も
来
て
い

給
与
削
減
の
地
公
給
与
へ
の

波
及
問
題
で
は
、
市
長
会
と

し
て
例
に
な
い
記
者
会
見
を

設
け
る
な
ど
地
方
自
治
の
根

源
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、

国
と
道
に
対
し
て
要
請
を
行

い
、
全
国
市
長
会
の
中
で
も

合
北
海
道
・
民
主
党
北
海

道
）
主
催
の
講
演
会
と
合
同

で
開
い
た
。

　

第
１
部
の
道
本
部
自
治
体

財
政
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
前
地

方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員

の
高
木
健
二
さ
ん
が
、「
２
０

１
４
年
度
地
財
計
画
と
地
方

財
政
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

高
木
さ
ん
は
「『
地
域
の

元
気
創
造
事
業
費
』
は
、
行

革
努
力
を
交
付
税
算
定
に
利

用
す
る
も
の
で
矛
盾
し
た
算

定
に
な
る
」
と
述
べ
、「
東
京

都
の
地
方
税
を
横
取
り
す
る

こ
と
は
自
治
体
課
税
権
の
剥

奪
で
あ
り
、
自
治
体
間
対
立

を
激
化
さ
せ
、
中
央
集
権
が

強
化
さ
れ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
格
差
問
題

と
北
海
道
の
地
域
経
済
を
考

え
る
」
題
し
て
、
北
海
学
園

大
学
・
西
村
宣
彦
准
教
授
が

講
演
し
た
。

　

西
村
准
教
授
は
、「
格
差
を

解
消
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な

社
会
を
め
ざ
す
の
か
理
念
が

必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、「
元
気
な
地
域
を
つ

く
る
の
は
『
ヒ
ト
』。
優
秀

な
人
材
を
育
成
し
、
魅
力
を

高
め
『
ヒ
ト
』
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
調

し
た
。

※
詳
し
い
記
事
は
、
２
月
21

日
付
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　

２
月
15
日
、「
２
０
１
４
年

度
道
本
部
自
治
体
財
政
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
き
、
１
４
０
人

が
参
加
し
た
。
今
年
は
、
地

方
財
政
確
立
道
民
会
議
（
連

通
知
な
ど
あ
れ
ば
、
制
度
趣

旨
を
市
町
村
に
知
ら
せ
る
の

も
任
務
。
具
体
的
に
は
各
自

治
体
が
議
会
・
住
民
の
理
解

を
得
て
対
応
す
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
」
、
北
海
道
市

長
会
か
ら
は
「
昨
年
の
国
公

に
か
か
る
要
求
（
２
・
78
％

平
均
１
１
，
０
０
０
）
や
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に

か
か
る
課
題
、
②
雇
用
と
年

金
の
接
続
に
向
け
た
対
応
、

③
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
賃

金
・
労
働
条
件
の
改
善
な

　

２
０
１
４
春
闘
は
２
月
17

日
よ
り
要
求
書
提
出
ゾ
ー
ン

に
入
り
、
す
べ
て
の
単
組
に

お
い
て
、
当
局
に
対
し
要
求

書
の
提
出
が
行
わ
れ
て
き
て

い
る
。
重
点
的
な
課
題
と
し

て
、
①
基
本
賃
金
引
き
上
げ

　

道
本
部
は
２
月
21
日
、
北
海
道
町
村
会
、
２
月
24
日
、
北
海
道
（
市
町
村
課
）、
北

海
道
市
長
会
に
対
し
「
２
０
１
４
年
度
自
治
体
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
に
関
す
る

重
点
要
求
書
」「
２
０
１
４
男
女
平
等
社
会
お
よ
び
職
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現
に

関
す
る
統
一
要
求
書
」
を
そ
れ
ぞ
れ
提
提
出
し
た
。

ど
、
全
18
項
目
を
掲
げ
た
。

　

道
本
部
か
ら
は
、
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
に
つ
い

て
、
北
海
道
全
体
の
賃
金
ベ

ー
ス
の
低
下
を
引
き
起
こ
す

こ
と
や
、
地
方
交
付
税
の
削

減
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘

し
、
知
事
会
や
町
村
会
、
市

長
会
を
通
じ
た
対
応
を
求
め

た
。
ま
た
、
雇
用
と
年
金
の

接
続
に
つ
い
て
は
苦
慮
し
て

い
る
自
治
体
も
多
く
あ
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の

対
応
を
要
請
し
た
。

　

道
市
町
村
課
か
ら
は
「
道

の
立
場
と
し
て
は
国
か
ら
の

声
を
あ
げ
て
き
た
。
国
・
道

に
対
し
て
は
従
来
ど
お
り
と

り
ま
と
め
の
う
え
で
申
し
上

げ
る
こ
と
は
申
し
上
げ
て
い

く
」、
北
海
道
町
村
会
か
ら

◇集約状況

◇取り組み期限

71,447筆
３月20日（木）まで

『給与制度の総合的見直し』反対 署名実施中！

最終集約

怒りの声を
署名にこめよう！

29万筆全道
達成しよう！

※集約した署名は中央行動・交渉に持ち込みます！

（２月25日現在）

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。



第２０８９号� ���2014年３月１日

　

難
病
を
公
表

せ
ず
に
ソ
チ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に

挑
ん
だ
、
ジ
ャ

ン
プ
の
竹
内
選

手
。
彼
の
こ
の

度
の
結
果
は
、

同
じ
病
気
の
多

く
の
人
が
元
気
と
希
望
を
も

ら
い
、
支
え
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
。
た
だ
、
そ
の
影
に
は
竹

内
選
手
の
た
だ
な
ら
な
い
努

力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家

族
や
周
り
の
仲
間
た
ち
の
精

神
的
な
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
の
結
果
で
あ
り
、
一
人

で
は
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。

　

「
支
え
合
う
」。
基
本
的
な

こ
と
で
は
あ
る
が
、
運
動
を

と
お
し
て
、
私
が
改
め
て
学

ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
特
に
余

裕
が
な
く
な
る
と
、
何
か
と

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
仲

間
が
今
ど
ん
な
状
況
に
い
る

の
か
、
今
何
を
悩
ん
で
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
ど
う
す
れ

ば
解
決
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

か
、
仲
間
と
一
緒
に
考
え
る

こ
と
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
な
ら
な
い
難
し
い
こ
と
、

力
不
足
な
場
面
も
多
々
あ
る

が
、
常
に
そ
う
い
う
気
持
ち

を
持
ち
続
け
る
努
力
を
し
た

い
と
思
う
。
自
分
自
身
も
全

道
、
全
国
の
多
く
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

な
が
ら
…

�

（
戸
村
の
ぞ
美
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

青年部復活にむけて議論をスタート＝２月４日

【
後
志
地
本
発
】
２
０
０
７

年
以
降
、
当
青
年
部
の
活
動

は
役
員
を
仮
置
き
し
、
先
輩

の
力
な
し
で
は
思
い
切
っ
た

活
動
も
で
き
ず
、
ひ
た
す
ら

何
か
が
起
き
る
の
を
待
つ
状

態
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な

か
、
後
志
総
支
部
青
年
部
を

活
性
化
し
よ
う
と
決
心
し
、

12
月
25
日
、
長
い
間
冬
眠
し

て
い
た
組
織
、
後
志
総
支
部

青
年
部
の
復
活
に
む
け
て
、

当
総
支
部
の
先
輩
と
と
も

に
、
定
期
大
会
を
開
き
、
役

員
の
選
出
を
し
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
に
は
初
の
後
志

総
支
部
青
年
部
第
１
回
常
任

幹
事
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
議
室
で
、
幹
事
会
を
実

施
し
、「
組
合
と
は
何
か
」
、

「
役
員
は
何
を
す
る
の
か
」
、

ま
た
「
青
年
部
企
画
・
活
動

を
す
る
に
は
」
な
ど
に
つ
い

て
基
本
か
ら
学
習
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
案
件
に
つ
い
て
決
定

し
ま
し
た
。
良
く
あ
る
学
習

会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
青

年
部
に
と
っ
て
は
大
き
な
一

歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
、
当
組
織
は
青
年
の

思
い
を
企
画
に
し
、
実
現
で

き
な
か
っ
た
も
の
を
実
現
へ

と
め
ざ
し
ま
す
。
個
々
の
想

い
を
隠
さ
ず
、
や
り
た
い
事

を
ど
う
や
っ
て
や
る
か
を
、

青
年
同
士
で
考
え
、
ノ
ー
を

イ
エ
ス
へ
、
変
え
て
い
け
る

組
織
に
な
り
ま
す
。
今
後
の

活
動
は
、
ま
た
機
関
紙
で
発

信
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。（
全
道
庁
労
連
後
志
総
支

部
青
年
部
長
・
齊
藤
元
晃
）

今
後
に
む
け
て
再
出
発

　

３
月
中
に
認
可
・
運
営
基

準
な
ど
を
確
定
さ
せ
、
４
月

以
降
の
早
い
時
期
に
公
定
価

格
の
骨
格
を
示
す
べ
く
、
国

の
「
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
」
は
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
質
の
改
善
に
つ

い
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
含
む
職
員
配
置
基
準
や
職

員
給
与
の
改
善
、
事
務
職
員

や
栄
養
士
の
配
置
な
ど
に
充

て
る
経
費
に
つ
い
て
も
国
が

算
定
金
額
を
示
し
な
が
ら
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
を
合
計
す
る
と
当
初
の
見

込
み
で
あ
る
１
兆
円
を
１
千

億
円
上
回
る
そ
う
で
す
。

　

市
町
村
と
し
て
は
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

て
「
量
の
見
込
み
」
を
報
告

し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
そ

の
後
の
「
事
業
計
画
」
策
定

に
向
け
て
は
、
例
え
ば
調
理

室
の
設
置
費
用
の
補
助
な
ど

の
財
政
措
置
を
示
し
て
欲
し

い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
公
立
施
設
に

関
す
る
経
費
は
相
変
わ
ら
ず

一
般
財
源
で
措
置
さ
れ
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
た
め
、
明

確
な
方
向
性
を
打
ち
出
す
の

は
難
し
い
こ
と
も
想
定
さ

れ
、
市
町
村
に
お
い
て
は
担

当
者
泣
か
せ
の
状
況
が
続
く

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

公立施設経費
　明確な方向性を

㊲

集会には500人が参加し、過去の戦争の歴史を学んだ＝２月11日

80人が参加し、古賀会長と意見交換を行った＝２月14日

公
契
約
条
例
制
定
に
全
力

凍
結
・
廃
止
に
声
を
上
げ
続
け
よ
う

特
定
秘
密
保
護
法

ら
国
防
保
安
法
制
定
に
向
け

４
年
間
段
階
的
に
行
っ
た
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
特

定
秘
密
保
護
法
を
わ
ず
か
１

カ
月
余
り
で
一
気
に
制
定
を

強
行
し
た
。
断
じ
て
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
凍
結
・

廃
止
に
む
け
声
を
上
げ
続
け

る
べ
き
だ
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

連
合
北
海
道
は
、
２
月
14

日
、
札
幌
市
・
さ
っ
ぽ
ろ
芸

術
文
化
の
館
で
、「
パ
ー
ト
・

非
正
規
組
合
員
・
組
合
リ
ー

ダ
ー
と
古
賀
連
合
会
長
と
の

交
流
・
対
話
集
会
」を
開
き
、

80
人
が
参
加
し
た
。

　

第
一
部
は
、「
公
契
約
条
例

は
誰
の
た
め
か
」
と
題
し
、

古
賀
連
合
会
長
と
上
田
札
幌

市
町
が
意
見
交
換
し
た
。
古

賀
会
長
が
「
公
契
約
の
減
少

に
伴
う
過
当
競
争
で
落
札
価

格
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
労

働
条
件
が
低
下
す
る
悪
循
環

に
あ
る
。
連
合
は
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
品
質
を
保
証
し
、
地

域
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
、

最
低
限
の
労
働
条
件
確
保
を

目
的
と
す
る
公
契
約
条
例
の

制
定
に
力
を
入
れ
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

　

上
田
市
長
は
、「
最
低
労
働

基
準
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
し

よ
う
と
し
た
の
が
札
幌
市
公

契
約
条
例
の
考
え
で
あ
っ

た
。
経
営
の
自
由
を
侵
害
す

る
条
例
は
問
題
と
の
反
対
を

受
け
、
市
議
会
で
１
票
差
で

否
決
さ
れ
た
」
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
古
賀
連
合
会
長

は
、「
連
合
は
国
に
対
し
公
契

約
基
本
法
の
制
定
を
求
め
、

自
治
体
の
後
押
し
を
し
た

い
。
人
や
働
く
こ
と
を
モ

ノ
・
カ
ネ
と
同
列
に
社
会
と

対
峙
し
、
人
間
ら
し
い
生
活

の
上
に
経
済
と
社
会
が
成
り

立
つ
こ
と
を
徹
底
し
訴
え
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

（
詳
細
は
、
道
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

よ

る

表
現

の

自

由

の

抑

制
』
、『
公
教
育
の
権
力
統
制

に
よ
る
国
民
意
識
の
画
一

化
』
を
行
っ
た
た
め
だ
。
ま

た
、
軍
機
保
護
法
・
国
防
保

安
法
は
、
国
民
の
言
論
の
自

由
を
抑
圧
し
た
法
律
で
、
特

定
秘
密
保
護
法
と
同
じ
も
の

だ
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
「
軍
機
保
護
法
か

ず
だ
」
と
述
べ
、「
戦
争
を
阻

止
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
当

時
の
政
府
が
『
治
安
立
法
に

由
を
お
さ
え
、
思
想
を
制
御

す
る
国
家
の
恐
ろ
し
さ
だ
。

子
ど
も
た
ち
の
心
を
守
り
、

育
て
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
、「
『
99
％
の
戦
争

支
持
・
協
力
者
と
１
％
の
戦

争
批
判
・
抵
抗
者
』
国
民
は

ど
の
よ
う
に
戦
争
に
熱
狂
し

た
の
か
、
戦
争
を
ど
う
し
て

阻
止
で
き
な
か
っ
た
の
か
」

と
題
し
、
荻
野
富
士
夫
・
小

樽
商
科
大
学
教
授
が
講
演
し

た
。

　

荻
野
教
授
は
「
戦
時
中
、

軍
に
拘
束
さ
れ
暴
行
を
受
け

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
て

も
、
戦
争
に
反
対
す
る
人
が

少
数
い
た
。
表
現
の
自
由
が

あ
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
人
が

抵
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
は

　

は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
札
幌
北
交
教
会
・

後
宮
敬
爾
さ
ん
が
「
戦
時

中
、
若
者
が
戦
争
を
支
持
し

た
。
心
を
育
て
、
表
現
の
自

　

２
月
11
日
、
札
幌
市
・
さ

っ
ぽ
ろ
芸
術
文
化
の
館
で

「
第
37
回
紀
元
節
復
活
反
対

２
・
11
道
民
集
会
」
が
開
か

れ
、
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

衆
参
で
の
補
正
予
算
審
議
、
そ
し
て
今

開
か
れ
て
い
る
衆
議
院
で
の
予
算
の
審
議

の
場
で
、
安
倍
総
理
の
傲
慢
な
態
度
が
如

実
に
表
れ
だ
し
ま
し
た
。
自
分
に
反
す
る

質
問
に
は
投
げ
や
り
で
誠
意
も
見
ら
れ
な

い
。
果
て
に
は
、
自
分
が
責
任
者
で
あ
る

か
ら
、
憲
法
の
解
釈
も
私
に
出
来
る
権
限

が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
籾
井
会
長
、
長
谷
川
、

百
田
運
営
委
員
に
も
見
ら
れ
る
言
動
で
す

が
、
人
を
人
と
も
思
わ
な
い
無
礼
な
態
度

は
、
人
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
姿
勢
が
無

い
と
い
う
事
に
つ
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

人
達
が
、
こ
の
国
の
舵
取
り
を
す
る
事
に

日
々
怒
り
と
、
恐
怖
が
わ
き
ま
す
。「
企

業
が
一
番
活
動
し
や
す
い
国
に
す
る
」
と

言
っ
て
労
働
者
を
使
い
捨
て
に
す
る

政
策
を
進
め
、「
戦
争
の
出
来
る
国

を
」
つ
く
る
た
め
、
勝
手
な
憲
法
解
釈
を

進
め
る
。
私
達
の
未
来
が
か
か
り
ま
す
。

絶
対
に
許
し
て
は
な
ら
な
い
！
国
民
の
声

を
大
き
く
し
て
阻
止
を
し
ま
し
ょ
う
！

�

（
２
月
21
日
東
京
に
て
）

戦
争
の
出
来
る
国
づ
く
り
阻
止

㉗


